
 

「こんな時どう言う？―天気のオノマトペ（春）」【台本】（1人Ver.） 

 
収録日：２０２５／●／●　収録場所：●● 

 

公開日：２０２５／●／● 

 

パーソナリティ：○○先生（拠点：） 

 

✓ 想定するリスナー層：日本語学習者・生活者 

 

　 ● リスナーの疑問 　　： こんな時、どう言う？ 

　● ラジオ番組の効果① ： リスナーの日常の疑問が解決 

　● ラジオ番組の効果② ： 日本語のリスニング能力の向上 

　● リスナーのメリット ： 日本での生活がより快適になる 

 

 

 

✓ 本番組の構成 
  

　 ● オープニング ： 番組紹介 ＆ BGM（１分） 

　● 本日のテーマ ： 「日本の春はこんな感じ」（●分） 

　● メイン ： 「春の天気のオノマトペ」（●分） 

　● エンディング ： 出演の感謝 ＆ 締めの言葉（１分） 

 

 

 

 

以下、本番組のタイムテーブルです。 

✓ 本番組のタイムテーブル 

TIME FLOW（全体の尺：●分） 

00:00 ■ オープニング ：番組紹介 ＆ BGM（１分）  

□ 番組紹介　※イントロは毎回同じことを言う。 

M： みなさん、こんにちは！お元気ですか。 

今日も「こんな時、どう言う？」が始まりました。 



この番組ではテキストには書いていない、レッスンでは出てこない、でもネイティ

ブが毎日普通に使っている日本語をシーン別に毎回お届けします。 

 

・本日のテーマ：日本の春はこんな感じ（●分） 

M：  皆さん、最近調子はどうですか。日本は毎年、春は毎日天気や気温が変わりま

す。昨日はとても暑くてTシャツを着たのに、今日は急に寒くなってダウンジャ

ケットを着たり。昨日は晴れだったのに、今日は朝から雪が降ったり。 

そして一日の中でも気温が大きくアップダウンしたり、天気がすぐに変わった

り。こんな毎日ですから調子が悪くなる人もたくさんいます。 

日本ではこのような春の天気を言う言葉 ―「オノマトペ」がたくさんありま

す。 

今日は日本語の春のオノマトペを紹介します。 

 

・メイン：春の天気のオノマトペ（●分） 

M：　それでは、まずこちらを聞いてください。 

 

ひるまはぽかぽかしてあったかかったけど、 

午後から空が真っ暗になってごろごろいいはじめた。 

最初はぽつぽつだった雨がそのうちザーザーぶりになって、 

ぴかっ！と光ったかと思うとゴロゴロどかーんとすごい音がしましたよ。 

傘を持っていたけど、私が出たころはひどいどしゃぶりで 

駅に着いた時は全身びしょびしょでした。 

濡れたまま電車にのったので、 

電車のエアコンが寒くてぶるぶる震えながら家までかえりました。 

 

　　　いかがでしたか。 

いま聞いていただいた中に、天気のオノマトペがたくさんありました。 

 

―「ぽかぽか」「ごろごろ」「ぽつぽつ」「ザーザー」「ぴかっ」 

「ゴロゴロどかーん」「びしょびしょ」「ぶるぶる」 

全部で８個です。 

では早速、順番に紹介します。 

 

最初のオノマトペは「ぽかぽか」です。 



「ぽかぽか」は、温度がちょうどよくて気持ちがいい様子を表すことばです。 

この状態のことを「ぽかぽか陽気」と言うこともあります。 

 

次のオノマトペは「ごろごろ」です。 

「ごろごろ」は、雷の音（thunder）を表すことばです。 

 

この「ごろごろ」は雷の音以外にも二つ、別の意味で使うことがあります。 

１つ目はこれです。 

―休みの日に家でゴロゴロする。 

これは、床に寝転がってリラックスする様子を表すことばです。 

２つ目はこれです。 

―冷たい牛乳を急いで飲んだのでおなかがゴロゴロする。 

これは、冷たい牛乳を急に飲んで、おなかの中で音がする様子を表すことばで

す。 

私たち日本人は３つの「ごろごろ」をシーンによって使い分けています。 

 

次のオノマトペは「ぽつぽつ」です。 

「ぽつぽつ」は、降り始めの雨の様子を表すことばです。 

 

次のオノマトペは「ザーザー」です。 

「ザーザー」は、雨がたくさん降っている様子を表すことばです。 

 

次のオノマトペは「ぴかっ！」です。 

「ぴかっ！」は雷の光（lightning）を表すことばです。 

 

次のオノマトペは「ゴロゴロどかーん」です。 

「ゴロゴロどかーん」は、雷の音が聞こえたすぐあとに大きな音がした時の言い

方です。 

音と光がほぼ同じタイミングだった時、つまり自分のいる場所のすぐ近くに雷が

落ちた時に使います。 

 

次のオノマトペは「びしょびしょ」です。 

「びしょびしょ」は、水に濡れた様子を表すことばです。 

人、動物、物のどれにでも使える言い方です。 



 

最後のオノマトペは「ぶるぶる」です。 

「ぶるぶる」は、寒くて体が震えてしまう様子を表すことばです。 

外の気温が低い時も使いますし、風邪などで熱があって寒い時にも使います。 

 

■エンディングトーク ： 本日のまとめ＆ 締めの言葉（１分） 

今日ご紹介したオノマトペはいかがでしたでしょうか。 

日本には四季（フォーシーズン）がありますから、それぞれの季節ごとに天気を

表すオノマトペがたくさんあります。この先、日本で滞在や生活をしていると日

本人と天気の話をする機会がたくさんあると思います。 

そんな時は、今日紹介したことばを思い出して使ってみてください。そして日本

語のオノマトペを楽しんでくださいね！  

 

では最後に今日のオノマトペをもう一度。（←最後に必ず復習タイム） 

　　　「ぽかぽか」、「ごろごろ」、「ぽつぽつ」、「ザーザー」、「ぴかっ」、「ゴロゴロどかーん」、 

「びしょびしょ」、「ぶるぶる」 

 

M：最後まで聞いてくださり、ありがとうございました。（←必ずお礼と締めを入れ

る） 

　　この番組を聞いて「生活の日本語」「生きた日本語」をたくさん覚えて、ぜひ実際 

に使ってみてください。 

それでは、次回もどうぞお楽しみに！また聞いてくださいね！さようなら～。 

 

 


